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い
ぶ
す
き
花
き
振
興
会
は

３
月
７
日
、
指
宿
市
山
川
の

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

で
第
５
回
い
ぶ
す
き
フ
ラ

ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
生
産
者
は
キ
ク
、

洋
花
、
観
葉
植
物
の
各
部

門
に
合
計
71
点
を
出
品
し
、

県
・
指
宿
市
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の

審
査
員
16
名
が
「
病
害
虫
の

有
無
」・「
揃
い
」・「
草
姿
」

な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。
部
門
別
に
金
、
銀
、
銅

賞
を
選
び
、
金
賞
の
中
か
ら

最
も
優
れ
て
い
る
出
品
物
に

特
別
賞
を
授
与
、
特
別
賞
の

指
宿
市
長
賞
に
山
川
地
区
の
花
き
農
家
、大
薗
幸
平
さ
ん
（
36
）
の
ス
タ
ー

チ
ス
（
洋
花
部
門
）
を
選
び
ま
し
た
。
大
薗
さ
ん
は
「
受
賞
し
て
驚
い
て

い
る
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
色
の
鮮
や
か
さ
を
出
す
こ
と
を
心
が
け
た
。
こ

れ
を
励
み
に
、
よ
り
良
い
花
を
消
費
者
に
届
け
た
い
。」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

　

古
園
郁
郎
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
技
術
補
佐
は
「
全
体
的
に
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
病
害
虫
の
影
響
も
無
か
っ
た
。
厳
し
い
天
候
だ
っ

た
が
レ
ベ
ル
の
高
い
花
が
多
か
っ
た
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。
各
部
門
の

入
賞
し
た
出
品
物
は
３
月
14
日
ま
で
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
入
口
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、
指
宿
市
立

徳
光
小
学
校
で
２
０
１
４

年
度
徳
光
小
学
校
ア
グ
リ

ス
ク
ー
ル
開
校
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き

２
回
目
で
、
２
年
・
３
年

生
の
児
童
20
人
・
県
立
山

川
高
校
生
徒
10
人
・
生
産

者
・
学
校
・
市
場
・
行

政
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
校
式
で
馬
場
善
和
校
長

は
「
地
元
名
産
の
徳
光
ス

イ
カ
を
育
て
な
が
ら
、
地

元
の
農
産
物
に
つ
い
て
学

ん
で
欲
し
い
。
楽
し
み
な

が
ら
育
て
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
ス
イ
カ
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
学
校
近
く
の
前
田
剛
さ
ん

（
38
）
の
畑
で
約
２
０
０
本
の
苗
を
山
川
高
校
園
芸
工
学
・
農
業
経
済
科

の
生
徒
に
教
わ
り
な
が
ら
植
え
付
け
ま
し
た
。
３
年
生
の
大
薗
明
日
香
さ

ん
は
「
苗
が
枯
れ
な
い
で
、
大
き
な
ス
イ
カ
に
育
つ
よ
う
に
お
願
い
し
な

が
ら
植
え
付
け
た
。
手
入
れ
も
し
っ
か
り
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

次
回
は
４
月
中
旬
に
脇
芽
つ
み
な
ど
を
行
い
ま
す
。
６
月
中
旬
に
収
穫
予

定
で
、
収
穫
し
た
ス
イ
カ
は
市
場
で
の
販
売
体
験
、
介
護
施
設
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

児
童
が
地
元
名
産
「
徳
光
ス
イ
カ
」
の
苗
を
植
え
付
け

第
５
回
い
ぶ
す
き
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

高校生に教わりながらスイカの苗を植え付ける児童

病害虫の有無、草姿などについて審査した会場
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管
内
で
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇

る
オ
ク
ラ
の
播
種

作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
指
宿
地
区

で
は
、
ハ
ウ
ス
オ

ク
ラ
に
続
き
、
ト

ン
ネ
ル
オ
ク
ラ
の

播
種
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
ハ
ウ
ス
オ

ク
ラ
は
４
月
上
旬

か
ら
、
ト
ン
ネ
ル

オ
ク
ラ
は
５
月
下

旬
か
ら
出
荷
が
始

ま
る
見
込
み
で

す
。

　

播
種
作
業
を

行
っ
て
い
た
生
産

者
の
諸
留
一
司
さ

ん
（
61
）
は
、
ハ

ウ
ス
を
含
む
面
積
43
ア
ー
ル
の
オ
ク
ラ
を
作
付
け
予
定
で
「
も
と
も
と
熱

帯
の
植
物
で
あ
る
オ
ク
ラ
に
と
っ
て
、
播
種
以
降
の
夜
温
の
低
下
や
日
中

の
極
端
な
高
温
な
ど
、
温
度
管
理
に
細
心
の
注
意
が
必
要
。」
と
話
し
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
度
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
の
オ
ク
ラ
は
共
販
計
画
で

面
積
１
０
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
数
量
１
９
５
５
ト
ン
、
金
額
15
億
円
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

山
川
地
区
で
ハ

ウ
ス
栽
培
の
「
徳

光
ス
イ
カ
」
の
交

配
作
業
が
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
宮

田
実
吉
山
川
西
瓜

部
会
長
の
ハ
ウ
ス

で
は
、
苗
を
２

月
上
旬
に
定
植
し
、

３
本
仕
立
て
に
し

た
後
、
整
枝
誘
引

を
３
度
ほ
ど
行
い
、

18
節
を
中
心
に
交

配
を
行
い
ま
し
た
。

雄
花
の
花
び
ら
を

取
り
除
き
、
雌
花

に
一
つ
一
つ
丁
寧

に
花
粉
を
付
け
て

い
き
ま
す
。
宮
田

部
会
長
は
「
こ
の
交
配
作
業
が
う
ま
く
出
来
な
い
と
、
次
の
花
芽
ま
で
期

間
が
空
い
た
り
、
樹
勢
が
強
く
な
り
す
ぎ
た
り
す
る
の
で
気
を
使
う
。
今

回
は
天
候
も
良
か
っ
た
の
で
、
う
ま
く
着
果
し
て
い
る
よ
う
だ
。」
と
話

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
１
株
１
果
に
な
る
よ
う
に
摘
果
を
行
い
、
玉
肥
大

が
良
く
な
る
よ
う
に
温
度
管
理
を
行
い
、
出
荷
は
５
月
上
旬
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
２
０
１
４
年
度
、
山
川
地
区
で
部
会
員
12
人
、
共
販
面
積

６
０
０
ア
ー
ル
、
数
量
２
１
０
ト
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
徳
光
ス
イ
カ
」
の
交
配
、
整
枝
誘
引
作
業
順
調

ト
ン
ネ
ル
オ
ク
ラ
播
種
（
は
し
ゅ
）
作
業
ピ
ー
ク

慎重に作業をする宮田部会長

トンネルオクラ専用マルチを被覆する諸留さん
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南
九
州
市
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
は
３
月
28
日
、
南
九
州
市
で
「
南
九
州

市
新
茶
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ
え
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
・
行
政
・
関
係
機

関
・
Ｊ
Ａ
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
、
大
野
岳
神
社
で
神
事
を
執
り
行
い
、

茶
業
の
発
展
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
神
事
で
は
、
前
日
に
茶
業
青
年
部

員
が
手
も
み
製
造
過
程
で
約
５
時
間
か
け
て
仕
上
げ
た
お
茶
６
kg
を
奉
納
し

ま
し
た
。
瀬
川
三
郎
頴
娃
支
部
長
は
「
全
国
か
ら
最
大
級
の
茶
生
産
地
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
責
任
を
持
ち
、
消
費
者
に
安
全
で
美
味
し
い
お
茶
を
提

供
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
神
事
後
は
祝
賀
会
を
開
き
、
茶
業
女
性
部

員
や
児
童
が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
管
内
で
は
、
例
年
通
り
４
月
上
旬
か

ら
５
月
上
旬
ま
で
新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

３
月
19
日
、
指
宿
市
の
開
聞
総
合

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
平
成
26
年

度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
用
牛
繁
殖
農
家

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
畜
産
農

家
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
、「
畜
産
情
勢
及

び
子
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
」・「
飼

料
作
物
の
栽
培
と
利
用
に
つ
い
て
〜

効
果
的
な
粗
飼
料
生
産
の
ポ
イ
ン
ト

〜
」の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
度
に
功
績
の
あ
っ
た
優
良
繁
殖

農
家
と
し
て
、
西
村
サ
ツ
子
さ
ん
・

谷
村
竜
己
さ
ん
・
西
川
智
恵
美
さ
ん
・

河
上
喜
久
雄
さ
ん
・
鐘
撞
正
和

さ
ん
、
多
頭
購
買
者
表
彰
と
し

て
、（
有
）
畠
久
保
牧
場
・（
株
）

水
迫
フ
ァ
ー
ム
・（
株
）
サ
ン

ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
・
Ｊ
Ａ
鹿
児

島
い
ず
み
を
表
彰
し
ま
し
た
。

南
九
州
市
新
茶
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ
え
い

JAいぶすき

44

２
０
１
４
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会

優良繁殖農家として表彰された西村サツ子さん

挨拶する西村仁組合長

茶業の発展と豊作を祈願する関係者

踊りを披露する茶業女性部員
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管
内
で
早
期
水
稲
苗
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
、
南
九
州
市

頴
娃
町
の
Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
地
区
職
員
も
参
加
し
、
生
産
者
に
配
布
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
次
々
と
積
み
込
み
ま
し
た
。
頴
娃
地
区
で
は
１
週
間
ほ

ど
で
配
布
が
終
わ
り
、
管
内
の
他
地
区
で
も
配
布
を
行
い
ま
す
。

今
回
、
配
布
さ
れ
た
苗
は
外
気
に
さ
ら
し
た
後
、
植
付
け
を
行
い
、
８
月

頃
に
は
収
穫
し
ま
す
。
管
内
に
は
２
つ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
全
体
で

約
４
万
箱
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。
祝
迫
正
哉
農
産
部
営
農
課
長
は
「
生
産

者
に
は
、
適
正
な
栽
植
密

度
を
確
保
し
て
欲
し
い
。

植
付
け
た
後
の
水
管
理
が

特
に
重
要
。」
と
話
し
ま

し
た
。

早
期
水
稲
苗
配
布
始
ま
る

出
荷
量
日
本
一
を
誇
る
管
内
の
そ
ら
ま
め
の
収
穫
が
11
月
中
旬
か
ら
始
ま

り
、
４
月
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
指
宿
市
山
川
の
西
山
茂
さ
ん
（
55
）
の
畑
で

も
収
穫
作
業
で
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
西
山
さ
ん
は
「
今
年
は
寒

さ
が
原
因
で
12
月
、
１
月
の
収
穫
量
が
少
な
か
っ
た
。
３
月
に
入
っ
て
順
調
に

な
り
、
安
心
し
て
い
る
。」
と
話
し
ま
し
た
。
最
盛
期
を
迎
え
た
３
月
下
旬
か

ら
４
月
に
掛
け
て
は
各
地
区
の
職
員
も
選
果
応
援
を
行
い
、
生
産
者
の
出
荷
に

対
し
、
Ｊ
Ａ
全
体
で
対
応
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
そ
ら
ま
め
専
門
部
会
は

５
８
１
人
、
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
そ
ら
ま
め
を
栽
培
し
て
お
り
、
栽
培
記
録

の
記
帳
や
農
薬
の
管
理
な
ど
を
定
め
た
県
独
自
の
認
証
制
度
Ｋ
‐
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取

得
し
、
安
心
・
安
全
な
栽
培
を
行
い
、

市
場
で
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

そ
ら
ま
め
最
盛
期

そ
ら
ま
め
最
盛
期

そ
ら
ま
め
最
盛
期

軽トラックに苗を積み込む職員

配布した水稲苗

収穫する西山さん

選果作業の様子



人事異動のお知らせ
平成26年3月1日付の人事異動は、次の通りです。（管理職）
氏　　名 新　　　　　任 旧　　　　　任

中川路　慎 本所・監査室長 本所・監査室専門考査役室次長

高田　文治 本所・コンプライアンス推進室長 本所・監査室長

井上　勝弘 本所・共済部長兼共済普及課長 本所・共済部専門考査役共済事務課長

上村　俊一 開聞総合支所長 本所・共済部長

島﨑　一幸 本所・監査室専門考査役次長 本所・コンプライアンス推進室長

濵上　信行 本所・経営企画室専門考査役次長 開聞総合支所長

東　　 善 門 本所・監査室次長 えい総合支所・購買課長兼西部配送センター長

内薗　清則 本所・共済部共済事務課長 本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当）

田原　秀幸 本所・茶業センター販売促進課長 えい総合支所・粟ヶ窪支所長

福留　英樹 山川総合支所・大山支所長 本所・共済部共済普及課主任（自動車査定担当）

谷 村　　 豊 えい総合支所・購買課長兼西部配送センター長 開聞総合支所・販売課主任

石田　順一 えい総合支所・粟ヶ窪支所長 山川総合支所・大山支所長

金山　祐一 本所・農産部販売課次長（販売企画担当） 本所・農産部営農課専門調査役（担い手法人担当）

山下　竜一 本所・共済部共済事務課専門調査役（自動車査定担当） 本所・共済部共済普及課長

永谷　兼隆 本所・購買部購買企画課専門調査役
ＬＰガスセンター所長（開聞地区担当）

本所・購買部購買企画課専門調査役
ＬＰガスセンター所長（えい地区担当）

坂口　一男 えい総合支所・購買課専門調査役西部配送センター
（経済渉外（茶）担当） 本所・茶業センター販売促進課長
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
４
月
１
日
、
指
宿
市
山
川
の
本
所
で
２
０
１
４
年
度
入

組
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入
職
員
９
人
、
昨
年
度
中
途
採
用
職

員
７
人
と
役
職
員
が
参
加
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
西
村
仁
組
合
長

は
「
仕
事
に
は
壁
や
難
局
が
必
ず
あ
る
が
、
先
輩
職
員
の
力
も
借
り
、
乗
り

越
え
て
下
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
新
入
職
員
を
代
表
し
て
本
所
・
農

産
部
営
農
課
に
配
属
が
決
ま
っ
た
原
佑
一
職
員
は
「
一
日
で
も
早
く
Ｊ
Ａ
い

ぶ
す
き
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
に
な
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
新
入
職
員
は
、
４
月
１
日
か
ら
マ
ナ
ー
や
事
業
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
、
４
月
８
日
か
ら
各
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
入
組
式

新たな門出を祝った入組式

組合長より辞令交付 決意を語る原職員
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　JAは３月31日、指宿市山川の本所で定年退職
を迎えた職員の送る会を開催しました。西村組合
長がこれまでの功績に感謝の言葉を述べ、女性職
員が花束を贈りました。退職者はそれぞれ挨拶を
し、島崎一幸さんは「これまで勤めることが出来
たのは皆様のおかげ。今後は一人の組合員として
農協事業に貢献したい。」と挨拶しました。皆様、
長い間本当にお世話になりました。今後もご指導
よろしくお願いいたします。

　３月26日、指宿市の開聞中央集荷場で、３月下
旬から出荷が始まった開聞地区のびわ目揃会を開
催しました。部会生産者・JA・行政関係者12人
が出席し、JAが集出荷要領・出荷規格基準・集
荷日程について説明、生産者と確認しました。福
坪博人営農課次長は「生産者には、出荷の前半は
未熟果、後半は過熟果（しおれ）について特に気
をつけて欲しい。」と話しました。開聞地区では
５月中旬まで集荷が続く予定です。

　家の光協会は２月19日、大阪府で第56回全国家
の光大会を開催しました。全国大会を大阪で開催
するのは４年ぶり３回目で、全国から約2500人が
参加しました。大会では、JA支店を拠点に協同
の輪を広げる、農業の大切さとJAの役割の理解
を深める、など４つの取り組みを実践しようとの
申し合わせを満場一致で採択しました。雑誌『家
の光』の創刊は大正14年で、今年の５月号で89周
年を迎えます。 定年退職される職員（写真前列）

出荷規格基準などについて確認する生産者

完成した野菜集荷貯蔵施設

全国から大勢の人が参加した大会会場

退職者を送る会

開聞地区びわ目揃会

第56回全国家の光大会

新野菜集荷貯蔵施設完成

　１月から指宿市山川のＪＡ小川選果場に建設中
だった、野菜集荷貯蔵施設が３月末に完成しまし
た。主に管内の主要品目であるソラマメの品質劣
化防止と集荷スペース確保に役立てられます。西
村安徳農産部長は「今後も、生産者に出荷して頂
いた新鮮な野菜を、たくさんの人に安全に届けた
い。」と話しました。
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ご存知ですか？
ＪＡで年金を受け取ると、こんな特典が！！

○ ＪＡでの年金受給特典
・（年金友の会限定）新特典！！　定期積金金利優遇　店頭表示の５倍
　（平成 26年 4月１日からの新規契約に限ります。）
・お誕生日プレゼントの贈呈
（毎年ＪＡ担当者がお客様のご自宅へ、ささやかではありますがプレゼントを持ってお伺い
させていただきます。）

・（年金友の会限定）旅行ツアーのご案内
・（年金友の会限定）グラウンド・ゴルフ大会の開催
・（年金友の会限定）ゲートボール大会の開催
・（年金友の会限定）総会の開催

現在、年金を他金融機関で受け取っているお客様もＪＡで年金を受け取って、お友達と
様々なイベントに参加されませんか？
素敵なセカンドライフをお届けします♪♪♪

お子様のカルシウム不足や妊娠・授乳中のカルシウム補給に中高年以降の骨粗しょう症の予防にも
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（
平
成
26
年
2
月
１
日
〜

平
成
26
年
2
月
28
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】　

久　

本　
　
　

勇　

（
82
）

高　

野　

タ　

ケ　

（
99
）

【
指
宿
】　

亀
之
園　

藤　

藏　

（
87
）

【
山
川
】　

佐
々
野　

力　

康　

（
82
）

畠　

中　

由
知
子　

（
64
）

湯　

元　

ワ　

サ　

（
96
）

中　

村　

サ　

チ　

（
95
）

東　
　
　

正　

盛　

（
89
）

久　

保　

一　

男　

（
93
）

髙　

山　

益　

則　

（
83
）

日　

高　

鐵　

也　

（
83
）

福　

﨑　

誠　

造　

（
74
）

中　

村　

ミ
サ
エ　

（
90
）

林　
　
　

德　

男　

（
84
）

南　
　
　

ヨ
リ
子　

（
66
）

川　

上　

フ
ヂ
エ　

（
93
）

安　

永　

久　

子　

（
68
）

和　

田　

チ
ヱ
子　

（
87
）

川　

畑　

秀　

人　

（
61
）

【
開
聞
】　

中　

野　

武　

道　

（
75
）

上　

野　

傳　

七　

（
92
）

小　

島　

利　

文　

（
68
）

上　

村　

マ
サ
エ　

（
86
）

川　

迫　

ミ
イ
子　

（
88
）

紀　
　
　

イ　

ク　

（
100
）

中　

山　

正　

行　

（
59
）

荒　

田　

義　

雄　

（
84
）

中　

村　

一　

江　

（
82
）

松　

元　

久　

輝　

（
91
）

【
頴
娃
】　

鬼　

口　

熊　

雄　

（
87
）

里　

中　

義　

弘　

（
61
）

福　

吉　

ハ
ル
エ　

（
95
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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平
成
26
年
３
月
28
日
、
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　
平
成
25
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処
理（
案
）に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
２
月
末
資
産
査
定
結
果
に
つ
い
て  

○　

大
口
先
債
務
者
の
状
況
に
つ
い
て　

 

○　

平
成
25
年
度
末
実
績
に
つ
い
て                         

○　
第
８
次
中
期
３
か
年
計
画（
修
正
・
計
数
編
）（
案
）に
つ
い
て

○　

平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て                

○　

財
務
改
善
計
画
に
係
る
年
度
末
実
績
に
つ
い
て

○　

職
員
給
与
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

○　
任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
市
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

○　

役
員
定
数
の
考
え
方
に
つ
い
て

○　

事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定
の
導
入（
案
）に
つ
い
て

○　
平
成
26
年
度
全
般
統
制･

不
祥
事
未
然
防
止
行
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

○　
平
成
26
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス･

プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）に
つ
い
て

○　

平
成
26
年
度
肉
用
牛
組
織
的
導
入（
預
託
）牛
に
係
る

預
託
家
畜
金
利
の
設
定
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
鹿
児
島
県
地
域
に
お
け
る
肉
用
牛
生
産
基

盤
強
化
対
策
事
業
の「
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
に
資
す
る
簡

易
牛
舎
の
整
備
事
業
」に
係
る
利
用
料
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
取
組
み
報
告（
平
成
25
年
度
第
４
四
半
期
）に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
全
般
統
制･

不
祥
事
未
然
防
止
行
動
計
画
に
関
す

る
評
価
に
つ
い
て

・
県
へ
の
情
報
公
開
請
求
に
係
る
意
見
書
提
出
機
会
付
与
通
知
に
つ
い
て

・
金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
に
係
る
相
談･

苦
情
対
応
状
況
の
定
期
報
告

（
下
半
期
）に
つ
い
て

・
共
済
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
に
係
る
相
談･

苦
情
対
応
状
況
の
定
期
報
告

（
下
半
期
）に
つ
い
て

・
総
合
支
所
・
支
所
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化（
４
月
分
）に
つ
い
て

・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
定
年
再
雇
用
に
つ
い
て

・
新
採
用
職
員
に
対
す
る
世
話
人
の
配
置
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
組
合
長
研
修（
海
外
）へ
の
参
加
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
鹿
児
島
海
外
視
察
研
修
へ
の
参
加
に
つ
い
て

・
特
別
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
結
果（
２
月
分
）に
つ
い
て

・
第
30
回
春
季
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
健
康
医
療
機
器
推
進
要
領（
案
）に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

・
海
外
出
張「
オ
ー
ル
九
州
農
水
産
物
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｎ
香

港
：
商
談
会
」の
報
告
に
つ
い
て

・「
年
金
友
の
会
」会
員
の
定
期
積
金
金
利
設
定
に
つ
い
て

・
肉
用
牛
肥
育
経
営
継
承
円
滑
化
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

表紙の写真
　今年で２回目の開催となった徳光小学校
アグリスクールの開校式がありました。高
校生と児童が一緒に「徳光スイカ」を栽培
します。6月の収穫が楽しみです。

編
集
後
記

今
年
も
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す

き
に
新
採
用
職
員
が
入

組
し
ま
し
た
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
後
輩
職
員
の
手

本
と
な
れ
る
よ
う
に
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
た

い
で
す
。
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